
平成３０年度　全国学力・学習状況調査結果及び分析・対策（松江市全体～中学校）
(１)学力調査結果から見られた傾向 (４)学力調査及び生活意識調査から見られた傾向（破線は全国平均）

(２）生活意識調査から見られた傾向
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平成30年9月25日

○「数と式」領域や「関数」領域の学習において、意味理解を
伴った知識・技能が習得できるような指導の充実を図る。
○事柄が成り立つ理由を数学的に説明する活動を取り入れ、
その説明を洗練させていくような学習機会の充実を図る。

成果と課題(○：成果、●：課題) 対　策

国語

Ａ
・
基
礎

○「読むこと」の平均正答率が高く、文章を正確に読み取り、情報を整
理して内容を押さえたり、理解する力がついてきている。
●話し合いの話題や方向を捉えて的確に話す力が不足している。無
解答率も高い。（14.8％）
●時間内に解答できていない。

Ｂ
・
活
用

○話の展開に注意して適切に質問したり、言葉を返したりする力がつ
いてきている。
●文章全体と部分の関係に注意して相手の反応を踏まえて話すこと
や目的に応じて文章を読み、内容整理することに課題がみられる。
●時間内に解答できていない。

○授業の中で、司会や司会以外の立場で話し合う場面を設定
し、話し合いが課題解決に向かうように進め方を提案したり、
効率よく進むよう協力したりする活動を取り入れていく。
○説明や発表の場で、話の全体として伝えたい部分と分かり
やすく伝えるための各部分の組み立てを意識させる。
○目的に応じて内容を的確に読み取るために中心部分と付加
的部分、事実や意見などを読み分ける読解指導を行う。
○読書の習慣を身に付けることで、速く正確に読み取る力をつ
けさせていく。

数学

Ａ
・
基
礎

○「確率」の問題では平均正答率が全国平均値を上回った。(＋3.1)
●「数と式」領域において、絶対値の意味や等式の性質の理解につい
て課題が見られる。
●一次関数の意味の理解について課題が見られる。

Ｂ
・
活
用

○「図形」領域における四角形の対角線の問題の平均正答率が全国
平均を上回った。(＋2.7)
●与えられた情報から必要な情報を選択し、基準量と比較量の関係を
的確に捉え、処理することに課題が見られる。
●「数と式」領域において、事柄が成り立つ理由を、構想を立てて説明
することに課題が見られる。

理科

○物理分野、生物分野の知識の定着ができている。
○実験結果から考察する際の考えを適切に選択して求めることができ
る。
●質量パーセント濃度や抵抗値を求めることに課題が見られる。
●記述式問題の無解答率が全国平均値より高い。

○問題解決的な学習の中で、自分の考えを生かした実験の計
画を立てたり、結果の考察を自分の言葉で推論したり表現した
りする機会を増やす。
○物理や化学領域において、単に数値を出す式の理解だけで
なく、筋道を立てて考えを整理させた後に計算を行うことを積
み重ねる。

（５）平均正答率の推移（国語・数学は5年分、理科はH24年から3回分）
成果と課題(○：成果，●：課題) 対　策

松江市

○家庭での学習習慣が向上している。（「授業の予習復習をする」全国平均値比＋
5.4、「計画を立てて学習する」同＋7.0、「教科書を使って自学自習する」同＋3.0）
○地域や社会とのつながりや関心が高い。（「地域のことを調べた、人と関わった」同
＋6.6、「地域や社会の問題や出来事に関心がある」同＋5.9）
●家庭での学習時間（学習塾等も含む）が少ない。（「１時間以上の生徒（同－8.0）、２
時間以上の生徒（同－17.1）
●解答時間が足りないと感じている生徒が多い。

○進路を意識し、計画的に学習する手立てを示すとともに、家
庭学習が充実するよう、課題の与え方を工夫する。
○保護者との連携を大切に、基盤となる生活習慣やコミュニ
ケーションを重視し、自尊感情を高めて学習意欲につなげる。
○読み取る力を伸ばすため、読書の習慣が身に付くよう図書
館活用教育を継続して推進する。
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（３）意識調査の結果（学力との相関が指摘されているものや、松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）
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